


設立・支援活動の経緯
「特定非営利活動法人輝HIKARI」は、障がいのある子ど
もを持つ父親たちが集まり、2012年11月に設立しました。
父親の視点から障がい児支援を考え、また将来的な制度
を見据えて、全国45都道府県で福祉団体や保護者、自治体
との交流や、医療・福祉・教育などで支援活動を行う方々と
の連携を重ね、勉強会や研修会、イベントを開催しました。
そして障がいのある子どもたちの生活力や、人間力を育
くむ場として、学校と家庭以外の第3の居場所をつくる必
要があると考え、2013年9月から、埼玉県志木市にて放課
後等デイサービス事業をスタートしました。

2012年に設立された当初、特定非営利活動は、まだ社会的認知度が低く「ボランテ
ィア団体」というイメージがあったため、法人化しても社会的な認知度は低い状態で
した。それでも私たちは、障がいのある方が”ひかり輝き、住み慣れたまちで自分らし
く生きることを応援”するという理念から活動を開始し、コミュニティビジネスを確
立してきました。13年間の活動の中で、団体の職員数は約55名になり、共に活動を支
えてくれ（2025年4月現在）、現在では、埼玉県で児童発達支援事業所を2カ所、放課
後等デイサービスを5カ所、相談支援事業所を1カ所運営をしています。

特定非営利活動の根幹たるコミュニティビジネス

ひかり輝き、住み慣れたまちで
 “自分らしく生きる”ことを応援！



輝HIKARIは、数々の福祉の専門系大学や、専門学校と連
携して、学生の就労体験と実地研修を行う場を提供して
おります。
児童福祉や児童発達への道を目指す保育士や、専門職を
目指す学生たちの成長を、学校と共に伴走型の支援体制
を整えております。
教職員の方々もぜひ当団体をご活用、ご見学ください。

輝HIKARIでは、作業療法士、 理学療法士、
言語聴覚士、社会福祉士、精神保健福祉士、公
認心理師、保育士または教員資格を有する人
材を求めています。
ぜひ皆さんが学んだ専門的知識を活かし、
子どもたちの自己肯定感を育み、人間力を高
め、将来に向けた生活能力の開発・向上をと
もに支援をしていきましょう！

福祉業界を目指す学生を応援！

また、経営的な視点からも、職員の健康管理をすることで活
力が向上し団体の健康な運営に繋がると考え、経済産業省が推
進する、健康経営優良法人2025に認定されています。

皆さんが学んだ専門的な知識活かされる支援の場

輝HIKARIは、職員の約7割が女性であり、20～30代の若い男
性も多く働いています。そして誰もがいきいきと夢を持って働
いて、地域経済の活性化につながるように、埼玉県版多様な働
き方実践企業認定制度に参加して、ゴールド認定されています。

女性の働きやすさ、健康な優良法人を目指しています！



埼玉県志木市上宗岡 2-10-1

障害のある方やその家族から相談を
受け、様々な情報の提供や助言、およ
び福祉サービスを受けるための手続
き等をお手伝いする事業です。


